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 ことし、へいせい二十三ねん三月十一日、とうほくちほうで大しんさいがありました。じしんがあ

ったとき、わたしはようちえんのかえりのバスのなかでした。わたしは、びっくりしてとてもこわか

ったけれど、バスのみんなとせんせいでいっしょに、こころとこころをあわせて「だいじょうぶー。」

とか「つかまってー。」とこえをかけてがんばりました。バスていについて、おかあさんにあったと

きギューッと、おかあさんはわたしをだきしめてくれました。わたしもおかあさんも、こわかったの

と、あえてうれしくて、ないてしまいました。 

 その日のよる、とうほくちほうでは、つなみのひがいでかぞくやいえをなくしているひとがたくさ

んいました。テレビをみていて、つなみはこわいとおもいました。つなみでながされたひとが、たす

かっていてほしいとおもいました。わたしよりも、もっとさみしくてこわいおもいをしているのに、

みんなできょうりょくをして、がまんしてがんばっていてすごいとおもいました。ごはんをわけあっ

たり、とうほくいがいのところから、あたたかいスープやおにぎりをつくりにきているひともたくさ

んいて、たすけあってみんなやさしいなとおもいました。 

 わたしもなにか、ちからになりたいとおもいました。わたしは、かぞくでたくさんはなしあいまし

た。そして、わたしのかぞくのようふくをきふすることと、おこずかいをあわせてぼきんをすること

にしました。きんじょのおばさんが、とうほくのひととおともだちで、みなさんがたくさんようふく

をほしがっているというのです。わたしが、ようちえんのときにきていたようふくを、とうほくちほ

うの小さな女の子がきてくれるとおもうとうれしくなりました。おやくにたててよかったとおもいま

した。 

 わたしは、みんなのこころとこころがひとつになれば、やさしく、なかよく、にこにことわらって

いられるんだなとおもいました。そんなステキな人たちがいっぱいいて、つながっていて、わたしは

しあわせなきもちになりました。これからもおてつだいできることや、きょうりょくできることなど

していきたいとおもいました。 

 

 


